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村のデキゴト
Village News

昭
和
中
学
校
生
徒
活
動
後

援
会
に
９
月
12
日
、
昭
和
中

学
校
25
回
生
還
暦
を
祝
う
会

が
寄
付
を
し
ま
し
た
。

中
学
校
に
て
贈
呈
式
が
行

わ
れ
、
会
を
代
表
し
て
舟
木

幸
一
さ
ん
（
下
中
津
川
）
が
、

「
今
後
の
生
徒
活
動
へ
と
役

立
て
て
欲
し
い
」
と
、
生
徒

活
動
後
援
会
副
会
長
の
五
十

嵐
道
夫
さ
ん
に
目
録
を
手
渡

し
ま
し
た
。

歌

と

笑

い

の

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ラ
イ
ブ

寄

付

9
月
11
日
昭
和
村
公
民
館

ホ
ー
ル
に
て
、「
か
ら
む
し

織
の
里

歌
と
笑
い
の
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
ラ
イ
ブ
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

第
1
部
で
は
、
芸
人
「
郡

お
さ
む
」
に
よ
る
、
爆
笑
漫

談
ス
テ
ー
ジ
や
、
橋
本
千
愛 

津
軽
三
味
線
ラ
イ
ブ
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
第
2
部
で
は
、

喜
多
方
歌
謡
ク
ラ
ブ
の
皆
さ

ん
や
、
昭
和
村
民
に
よ
る
歌

謡
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
、
観
覧

し
て
い
た
方
に
美
声
を
届
け

ま
し
た
。

こ
の
ラ
イ
ブ
の
チ
ケ
ッ
ト

代
売
り
上
げ
の
一
部
は
、
昭

和
村
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄

付
さ
れ
ま
し
た
。

英
語
弁
論
大
会 

二
連
覇
！

か
す
み
の
学
校

8
月
31
日
、
坂
下
中
央
公

民
館
に
お
い
て
両
沼
中
学
校

英
語
弁
論
大
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

昭
和
中
学
校
か
ら
は
２
名

の
生
徒
が
出
場
し
、
3
年
生

の
束
原
麻
紬
さ
ん
（
小
中
津

川
）
が
、
昨
年
に
続
い
て
、

見
事
１
位
に
輝
き
ま
し
た
。

麻
紬
さ
ん
は
、
課
題
の

「
葉
っ
ぱ
の
フ
レ
デ
ィ
」
を

表
現
豊
か
に
発
表
し
、
暗
唱

の
部
２
連
覇
を
達
成
。
県
大

会
出
場
の
切
符
を
手
に
し
ま

し
た
。

９
月
９
日
に
郡
山
市
で
行

わ
れ
た
県
大
会
で
は
、
残
念

な
が
ら
入
賞
は
逃
し
ま
し
た

が
夏
休
み
の
練
習
の
成
果
を

十
分
に
発
揮
し
、
大
勢
の
人

の
前
で
英
語
の
ス
ピ
ー
チ
を

す
る
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま

し
た
。

8
月
24
日
～
9
月
14
日
の

期
間
に
、
4
日
間
に
渡
る
か

す
み
草
栽
培
の
研
修
が
、
3

回
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
回
に
、
東
京

農
業
大
学
の
学
生
が
参
加

し
、
か
す
み
草
の
摘
み
取
り

や
、
出
荷
規
格
に
合
わ
せ
る

調
整
作
業
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。参

加
し
た
学
生
た
ち
は
、

農
家
の
方
に
か
す
み
草
就
農

の
現
状
を
聞
い
た
り
、
厳
し

い
冬
の
様
子
を
聞
い
た
り
し

て
、
将
来
を
見
据
え
真
剣
に

研
修
し
て
い
ま
し
た
。

▶
郡
お
さ
む
の
ス
テ
ー
ジ

▶
チ
ケ
ッ
ト
代
売
り
上
げ
の
一
部
は

      

寄
付
さ
れ
ま
し
た

▶
村
民
に
よ
る
歌
謡
シ
ョ
ー





広報しょうわ｜2016.105

限られた財源を有効活用し、住民生活向上のため、多岐に渡り事業を実施していますが、そのうち各

費目ごとの主な支出の内容は、次のとおりとなっています。

総務費 6億3,785万円

◉ 会津計算センター負担金
◉ 昭和温泉宿泊交流施設整備事業
◉ 昭和村南会津町生活バス

及び路線バス運行事業
◉ 光ファイバ通信基盤設備運営経費
◉ 村議会議員選挙費
◉ からむし織体験生・研修生事業
◉ 空き家等実態調査事業
◉ 国勢調査費
◉ 県立川口高等学校桐径会補助金

4,437 万円
3,693 万円

1,712 万円
580 万円
373 万円
357 万円
283 万円
156 万円

98 万円

農林水産業費 2億3,809万円

◉ 農業基盤整備促進事業
◉ 中山間地域等直接支払事業

 補助金
◉ 農業委員会事業
◉ 新規就農者確保事業
◉ 意欲ある農業者支援事業

3,260 万円

1,956 万円
637 万円
150 万円

1,299 万円

商工費 1億1,576万円

◉ 矢ノ原屋外トイレ整備工事
◉ 矢ノ原駐車場整備工事
◉ からむし織の里運営費
◉ 観光施設管理事業（昭和の森等）
◉ からむし織の里プレミアム商品券

発行事業補助金

2,682 万円
2,585 万円
2,393 万円

527 万円

320 万円

土木費 2億6,999万円

◉ 公的賃貸住宅整備事業
◉ 冬期道路確保事業
◉ 村道改良事業
◉ 測量設計等業務委託料
◉ 橋梁補修工事

2,195 万円
7,597 万円
1,543 万円
1,078 万円
2,464 万円

消防費 7,379万円

◉ 会津若松地方広域市町村圏整備
 組合負担金

◉ 消防施設修繕事業
5,295 万円

329 万円

教育費 1億3,194万円

◉ スクールバス運営管理業務事業
◉ 複式学級支援及び特別教育支援

1,175 万円
545 万円

衛生費 1億4,437万円

◉ 会津若松地方広域市町村圏整備組合
 衛生費負担金

◉ 廃棄物運搬委託料
◉ 総合健診・がん検診
◉ 予防接種事業
◉ 資源ごみ等収集処理事業
◉ 乳幼児・妊婦健康診査
◉ 乳児衛生用品支給

831 万円

629 万円
381 万円
197 万円
144 万円

54 万円
15 万円

民生費 7億6,199万円

◉ 老人福祉施設整備事業補助金
◉ 介護保険事業
◉ 障碍者福祉給付金
◉ 児童手当
◉ 子育て支援医療費
◉ 老人福祉給付金

３億 6,805 万円
4,262 万円
1,936 万円
1,045 万円

194 万円
60 万円

●主な事務事業費
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大
芦
村

伊
之
重
の
ア
キ
ナ
イ

こ
の
と
こ
ろ
雪
の
始
末
が

た
い
へ
ん
と
な
り
、
土
蔵
や

小
屋
、
母
屋
の
解
体
が
村
内

各
地
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
夏
、
大
芦
字
干
場
の

五
十
嵐
英
明
さ
ん
か
ら
連
絡

が
あ
り
、
土
蔵
解
体
の
た
め

保
管
文
書
類
の
調
査
の
依
頼

が
あ
り
ま
し
た
。
村
教
育
委

員
会
の
根
本
さ
ん
、
か
ら
む

し
工
芸
博
物
館
の
吉
田
さ
ん

と
八
月
一
六
日
、
二
十
三
日

に
訪
問
し
調
査
し
ま
し
た
。

こ
の
土
蔵
は
九
月
上
旬
に
解

体
さ
れ
ま
し
た
。

明
治
二
十
二
年

（
一
八
八
九
）
大
芦
村
が
誕

生
し
た
時
の
初
代
村
長
で
あ

る
五
十
嵐
伊
之
重
（
い
の

じ
ゅ
う
）
の
生
家
で
あ
り
、

そ
の
遺
品
等
が
確
認
で
き
ま

し
た
。
現
在
、
内
容
を
精
査

中
で
す
が
、
途
中
経
過
と
し

て
、
何
回
か
に
分
け
て
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。
残
さ
れ

た
資
料
は
、
伊
之
重
の
父
の

直
重
（
な
お
じ
ゅ
う
）
が
書

い
た
帳
票
類
が
十
点
ほ
ど

で
、
主
体
を
占
め
て
い
ま
し

た
。
幕
末
か
ら
明
治
期
の
奥

会
津
で
は
名
前
の
末
に
「
重

（
じ
ゅ
う
）」
が
付
く
こ
と
が

多
く
、
我
が
家
の
同
時
代
の

祖
先
は
菊
重（
き
く
じ
ゅ
う
）

と
い
い
別
名
を
重
兵
衛
と
名

乗
っ
て
い
ま
し
た
。

伊
之
重
の
子
孫
で
あ
る

故
・
英
盛
さ
ん
（
英
明
さ
ん

の
父
）
に
「
を
（
ア
サ
）・

か
ら
む
し
」
の
栽
培
技
術
等

に
つ
い
て
は
吉
田
さ
ん
と
と

も
に
自
宅
で
、
聞
き
書
き
を

行
い
、
繰
り
返
し
話
を
う
か

が
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
う
し

た
な
か
で
「
伊
之
重
は
ア
キ

ナ
イ
ッ
パ
ジ
や
っ
て
い
て
よ

く
東
京
に
行
っ
て
い
た
」
と

い
う
こ
と
や
、
伊
之
重
の
父

親
の
「
又
孝
（
ま
た
こ
う
）

は
、
生
き
て
い
る
う
ち
に
自

分
の
墓
を
作
っ
て
い
た
」
こ

と
な
ど
語
っ
て
お
ら
れ
ま
し

た
（
二
〇
一
三
年
六
月
三
日

述
）。伊之

重
の
父
・
直
重
は
い

く
つ
も
名
前
を
持
っ
て
お
り

又
孝
、
又
右
衛
門
宗
則
等
と

記
名
し
て
い
ま
す
。
名
を
複

数
持
っ
て
い
る
こ
と
は
当
時

は
普
通
の
こ
と
で
し
た
。

今
回
書
面
を
見
て
み
る

と
、
幕
末
か
ら
又
孝
、
明
治

期
に
伊
之
重
が
大
芦
の
産
物

を
江
戸
（
東
京
）
等
に
発
送

し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。
を
（
ア
サ
）、
か
ら

む
し
（
青
苧
）、
マ
ユ
（
繭
）

や
、
湿
菌
（
シ
メ
ジ
）
塩
漬

け
な
ど
も
買
付
、
発
送
し
て

い
ま
し
た
。
か
ら
む
し
は
越

後
（
新
潟
）
へ
、
シ
メ
ジ
は

東
京
の
神
田
鎌
倉
町
の
伊
丹

屋
鈴
木
善
助
商
店
に
発
送
し

て
い
た
明
治
十
年
代
と
推
察

さ
れ
る
木
札
が
残
っ
て
い
ま

し
た（
写
真
１
）。裏
に
は「
道

中
安
全
」
と
墨
書
さ
れ
て
い

ま
す
。明

治
三
十
六
年

（
一
九
〇
三
）
の
四
月
か
ら

読
売
新
聞
に
「
渡
世
の
い
ろ

い
ろ
」
と
し
て
伊
丹
屋
鈴
木

善
助
商
店
が
紹
介
さ
れ
て
お

り
、
二
十
二
軒
あ
る
乾
物
屋

の
う
ち
二
番
目
に
古
い
（
創

業
は
文
化
文
政
頃
）
と
し
て

い
ま
す
（『
実
業
の
栞
』）。

江
戸
時
代
後
期
の
文
化
年

間
に
会
津
藩
が
編
さ
ん
し
た

『
新
編
会
津
風
土
記
』
巻
之

八
十
二
「
野
尻
組
」
は
、
平

地
が
あ
り
水
田
も
多
い
と
し

「
村
民
耕
作
ヲ
業
ト
シ
、
又

麻
ヲ
植
テ
余
産
ト
ス
、
山

中
ヨ
リ
多
ク
諸
菌
ヲ
出
ス
」

と
記
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

特
に
大
芦
村
が
キ
ノ
コ
の
産

地
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も

の
で
す
。
そ
の
多
く
は
干
し

て
軽
く
し
て
出
す
産
物
（
ゼ

ン
マ
イ
等
）
で
す
が
、
キ
ノ

コ
類
も
塩
漬
け
し
て
出
荷
し

て
い
た
こ
と
が
は
じ
め
て
わ

か
り
ま
し
た
。
塩
が
貴
重

だ
っ
た
近
世
（
江
戸
時
代
）

よ
り
も
交
通
事
情
改
善
や
自

由
に
物
が
販
売
で
き
る
明
治

時
代
の
特
徴
が
う
か
が
え
ま

す
。当

地
の
物
産
を
集
め
他
所

に
販
売
し
て
い
た
伊
之
重
が

村
長
職
に
就
く
と
、
喰
丸
に

あ
っ
た
大
芦
村
役
場
へ
の
通

勤
の
日
々
と
な
り
、
商
売
は

父
の
直
重
が
引
き
継
い
で

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
明
治

二
十
二
年
か
ら
三
十
一
年
頃

ま
で
の
直
重
が
記
録
し
た
帳

票
類
が
た
い
へ
ん
貴
重
な
資

料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
青
苧
仕
入
帳
」
は
明
治

二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
の

も
の
で
、
直
重
の
記
帳
で
す

（
写
真
２
）。
五
十
嵐
家
に
は

明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）

に
撮
影
さ
れ
た
家
族
写
真
が

残
っ
て
い
ま
す
（
写
真
３
）。

ガ
ラ
ス
乾
板
の
古
い
写
真
は

昭
和
村
で
は
最
古
の
も
の
で

す
。
写
真
の
右
が
伊
之
重
、

子
の
伊
英
、
父
の
直
重
、
子

の
オ
ハ
ツ
で
す
。

【連
載
】
新
史
料
紹
介

昭
和
村
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
長

菅
家

博
昭

（大
岐
）

野
尻
組
の
「麻
」
「か
ら
む
し
」
～
第
３４
回
～

▶
（
写
真
１
）

シ
メ
ジ
塩
漬
札
（
明
治
前
中
期
頃
）

▶
（
写
真
２
）

青
苧
仕
入
帳
（
明
治
26
年
）

▶
（
写
真
３
）

直
重
・
伊
之
重
写
真(

明
治
19
年)












